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Abstract

A sa fe ty  in te r lo ck  system was made using re lay  c ir c u it s  fo r  the KEK 

positron generator. A personal computer ia  used to d isp la y  in te r lo c k  status. 

The system has been working we ll fo r  the la s t  4 months.
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1 . K E K 陽電子発生装置の放射線安全管理インタ  - ロ ッ ク シ ス テ ム の 構 成

シ ス テ ム の 構 成 は 図 1 の 通 り で あ ノ ン タ ン ロ ッ ク 信 号  

る。各 種 の イ ン タ ー ロ ッ ク 信 号 （D *

C 2 4 V 接 点 又 は 無 電 圧 接 点 ） の瞬 

時 の 変 化 を 検 知 で き る よ う に 、 まず 
キ ー プ リ レ ー モ ジ ュ ー ル で 各々の信 

号 を 受 け て い る 。加速許可信号発生 
用 リ レ ー ロ ジ ックでは、運転許可信 

号を出すのに必要なインタ  一口ック 

信 号 （ドア閉、 トンネル内無人、 ビ 

- ム キ ー 等 ） の全てが満たされた場 

合 に 、運 転 許 可 信 号 を 出 す よ う DC  

2 4 V リレ—で論理回路を作ってい 

る。運 転 許 可 信 号 は 、制御パネルで 

の 表 示 の 他 に 、 回転灯を回したり警 

報音を発生させたりするために用い 

られる。

更 に 、 ビ ー ム オ ン 信号発生用リレ 
一 ロ ジ ッ ク で は 、 ビ ー ム ラ イ ン 上の 

真 空 ゲ - ジ と ゲ - ト バ ル ブ の 状 態 を

確 認 し 、制 御 パ ネ ル 上 の ビ ー ム オ ン ス イ ッ チ 投 入 に よ り 、 3 0 秒 後 （遅延リレ 

ー ム オ ン 信 号 を 電 ナ 銃 パ ル サ - に出力 す る 。
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図 2 • 制 御 パ ネ ル の 写 真

ノ く 一ソ ナ ルコ ン ピ ュ ー タ を 除 く モ ジ ュ ー ル  

は 全 て E I A 1 9 インチラックマウント可能 

な き ょ う 体 に 収 納 し て あ り 、全 体 で 1 . 7 m 

高 の ラ ッ ク 一 連 を ほ ぼ 占 有 し て い る 。 インダ 

一ロックシステムの制御パネルもラックマウ 

ン ト 型 で 図 2 に 示 す 形 状 を し て い る 。制御パ 

ネ ル に は 非 常 停 止 ス イ ッ チ 、 ビ ー ム キ ー 、 M

速 許可信号発生用リレーロジックのリ七ット
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ボ タン、 ビ ー ム オ ン ス イ ッ チ 、表 

示 灯 の 他 に 、放送用のマイクとス 
イッチ、加 速 R F 位相調整用のパ 

ル ス 設 定 器 が 組 み 込 ま れ て い るo 

キ ー フ リ レ 一 モ ジ ュ ー ル に 入る 

イ ン タ ー ロ ッ ク 信 号 は 2 6 点でそ 

の 内 訳 は 表 1 の通 り で あ る 。

ド ア 接 点 9 占

非 常 停 止 ス イ ッ チ 2 点

入 室 管 理 出 力 1 点、

エ リ ア モ ニ タ一 1 点

ビ ー ム シ ヤ ツ タ 一 1 占

僱 向 電 磁 石 1

下 流 側 レ デ イ 1 占

ゲ 一 ト ノくル ブ 5 占

真 空 ゲ 一 ジ 5 点

( 無 電 圧 接 点 ）

( D C 2 4 V )

h: 1 . イ ン タ 一 口ッ ク 信 号 の 内 訳 。

ゲ 一 h ノぐル ブ と真 空 ゲ ー ジ の 信 号 は 、 ビ ー ム

才 ン 信 号 発 生 に の み 使 用 さ れ る
2 . インターロック信号の表示

これら の 信 号 の 状 態 表 示 に は 、パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （F M 1 1 ) を用いている。信 

号 の 読 み 取 り に は 、市 販 の デ ィ ジ タ ル 入 力 モ ジ ュ ー ル を F M 1 1 本体内に実装して用いて 

いる。表 示 に は カ ラ — C R T を 用 い 、各 信 号 が 「R E A D Y 」の 場 合 は 緑 、 「N O T  

R E A D Y 」の 場 合 は 赤 に な る よ う に し て い る 。更 に 、 ドア、ゲートバルブおよび真空ゲ 

- ジに つ い て は 、建 物 と 加 速 管 の 模 式 図 の 上 で 、信号源の位置に緑色又は赤色の表示をし

判 別 し や す い よ う に し て い る 。 

C R T 画 面 の 一 例 を ，図 3 に示 

すぐ各々の信号が変化する度に 

プリンターに時刻と共に出力し 

て い る 0

F M 1 1 の プ ロ グ ラ ム は B A  

S I C を用いて作成した。全て 

の 信 号 の 検 索 と 表 示 は 、約 1 秒 

周 期 で 行 な わ れ て お り 、応答速 

度 は 満 足 で き る 。停電時の動作 

停 止 に 備 え て 、プログラムをフ 

ロッピーディスクに格納して常 

時 セ ッ ト し 、受電開始後にブロ 

グラムが自動立ち上げされるよ 

うにしている。

1 9  8 5 年 4 月 か ら 7 月 ま で 、 こ の イ ン タ ー ロ ッ ク シ ス テ ム を 使 用 し て き た 。 リレーロ 

ジ ッ ク に つ い て は こ れ ま で の 所 問 題 は な い 。 F M 1 1 上 で の 表 示 に つ い て は こ れ ま で 3 回 

トラブルがあった。 そ の う ち 1 回はプログラムが本来止まるはずのない菌所でエラーを起 

こし止まったもの、他 の 2 回 は 何 ら か の 理 由 で P I A がリセットされ読み込み不可となっ 

たものである。前 者 に つ い て は エ ラ - 発 生 後 プ ロ グ ラ ム の 先 頭 へ 戻 す よ う 改 善 す る 予 定 で  

あり、後 者 に つ い て は 原 因 を 調 べ て い る 。 こ れ ら の ト ラ ブ ル に も か か わ ら ず 、パーソナル

コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 表 示 は こ の 程 度 の 大 き さ の 系 に 対 し て は 有 効 で あ る と 評 価 で き る 。
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図 3 . イ ン タ ー ロ ッ ク 信 号 表 示 画 面 の 一 例 。 

3 . インターロックシステムを動作させてみて


